別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：保健体育費　目：学校健康教育費
	事業名:食育推進プラン事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

教育委員会　スポーツ健康課　学校保健給食担当　電話番号：058-272-1111（内3592）

E-mail：c17769@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,840千円（前年度予算額：2,700千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　栄養教諭を中核として、子どもの食習慣の改善に向けた実践的な取り組みを行い、学校と家庭、地域が連携した推進体制を構築し、食育の推進を図る。

　（１）岐阜県食育検討委員会の設置

教委・各地域の栄養教諭・食育の専門家等を委員とした委員会を組織し、地域食育推進組織の立ち上げ支援、家庭における望ましい食生活の実践を推進する。

（２）栄養教諭を中核とした食育の実践

栄養教諭を地域食育リーダーとし、地域の特性に応じた食育プログラムを実践し、子どもを通して家庭の食育に対する意識の向上を図る。

（３）市町村の再委託による食育推進体制の整備

中学校区を基準とした推進地域を指定し、地域検討委員会を中心に学校・家庭・地域が連携した指導体制の整備及び指導内容の充実に向けた実践研究を行う。
	２　所要経費


　（１）食育検討委員会・食育の実践　　1,440
　（２）食育推進体制の整備　　　　　　  400

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ｖ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
　　　・食育推進校の指定と栄養教諭を中核とした食育推進事業を展開する
	２　これまでの取組状況


　栄養教諭を小中学校１１３人、県教委２人配置したことにより、児童生徒に望ましい食習慣と食に関する実践力が身に付くとともに、地域の文化や伝統に対する理解と関心が深まった。
　栄養教諭を中核とした食育推進のモデル地域を指定し、学校での食育に関する指導の充実に加え、家庭や地域への情報提供・啓発活動等を強化し、児童生徒が望ましい食習慣や食に関する正しい知識・食の選択能力等を身に付けるとともに、地域の推進体制の整備を促進し、地域ぐるみで食育の推進が図られるよう支援した。

	３　これまでの取組に対する評価


　栄養教諭を中心に、食に関する指導の全体計画や年間指導計画が確実に作成され、各学年における食に関する指導内容を提案することで、教職員の食に関する指導の理解が深まり、組織的・計画的な指導が可能となった。
　食育推進のモデル地域が食育に関する実践研究を行い公表することで、地区における食育の水準をレベルアップできたほか、啓発パンフレットの配布により、学校での食育に対する意識の高揚とともに、取組事例が増加した。

　また、学校と家庭・地域が連携を図った推進体制モデルを啓発することで、他地区の地域食育推進委員会の設置率が高まってきた。
	決定額の考え方


　
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,700
	2,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,840
	1,840
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	1,840
	1,840
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


